
　私は鉄道マニアではないが、乗車せずにはいられなかった。
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　高級フレンチの素材として珍重される萩沖産の
ヒメジ（地方名は金太郎）を、調味オイルで高圧
高温加熱したオリジナル製品。このまま香草を添
えてオードブルに、またサラダやパスタ・ピザの
トッピングとしても最適です。
▷販売：萩しーまーと（0838・24・4937）、　
　萩おみやげ博物館
　瓶入￥650 円、パック入￥450 円
※「オイルルージュ」を２名様にプレゼント。

　

年
間
約
２
５
０
種
も
の
多
彩
な
魚
介

類
が
水
揚
げ
さ
れ
る
萩
市
。
で
す
が
、

ア
マ
ダ
イ
や
瀬
つ
き
ア
ジ
な
ど
萩
の
ブ

ラ
ン
ド
魚
に
隠
れ
て
目
立
た
な
い
、
金

太
郎
や
平
太
郎
、
た
れ
く
ち
な
ど
、
漁

獲
量
が
あ
り
な
が
ら
、
低
利
用
、
低
価

格
の
魚
介
類
も
多
い
。

　
「
萩
の
地
魚
、
も
っ
た
い
な
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
そ
ん
な
萩
の
魚
の

〝
名
脇
役
た
ち
〟
に
、
光
を
当
て
、
新

し
く
加
工
品
を
開
発
し
て
、
首
都
圏
を

中
心
に
販
路
開
拓
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
約
30
種
の
加
工
製
品
を
開

発
。中
で
も
萩
の
方
に
お
馴
染
み
の「
金

太
郎
」
は
、
フ
ラ
ン
ス
料
理
で
重
宝

さ
れ
る
ル
ー
ジ
ュ
の
近
縁
。
手
作
業
で

固
い
骨
を
除
け
る
な
ど
細
か
な
作
業
と
、

試
行
錯
誤
を
重
ね
て
瓶
詰
め
の
オ
イ
ル

ル
ー
ジ
ュ
を
開
発
し
ま
し
た
。

新宿伊勢丹の「ニッポンの“食”展」に、萩・しーまーとが出展。
金太郎のオイルルージュは好評につき完売

シェ松尾 松
しょうとう

濤レストラン
美食を追い求めてたどりついた完璧な空
間で最高のフランス料理が楽しめます
東京都渋谷区松濤 1-23-15
TEL（03・3485・0566）、定休日なし
昼12:00〜15:00、コース8,400円〜
夜18:00〜21:00、コース25,000円〜

超高級フランス料理に
華麗に変身「シェ松尾」

「萩旬の地魚」と入力して
クリック！

　瀬付きあじ・けんさきいか・
あまだい・真ふぐなど、萩の
ブランド魚に隠れて目立たな
い脇役の魚たち。数ある魚種
の中から、実力派の名脇役た
ちをご紹介します。

萩ブランドの発信

　
「
あ
ま
か
ら
手
帖
」（
２
月
号
）
や

「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
ジ
ャ
パ
ン
」（
４
月

号
）
な
ど
の
雑
誌
を
は
じ
め
、
日
経
新

聞
な
ど
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ

ら
れ
た
ほ
か
、
超
高
級
フ
レ
ン
チ
の
お

店
「
シ
ェ
松
尾
」
で
、「
金
太
郎
」
が

メ
ニ
ュ
ー
に
加
わ
り
ま
す
。

　

２
年
目
を
迎
え
た
今
年
は
、
首
都
圏

を
中
心
と
し
た
消
費
者
の
生
の
声
を
聞

く
た
め
、
新
商
品
の
テ
ス
ト
販
売
を
重

視
。

　

そ
こ
で
、
６
月
の
新
宿
伊
勢
丹
の
出

展
を
皮
切
り
に
、
８
月
か
ら
10
月
に
か

け
て
、
首
都
圏
の
高
級
ス
ー
パ
ー
「
紀

ノ
国
屋
」
や
高
質
食
品
ス
ー
パ
ー
「
ザ
・

ガ
ー
デ
ン
」
な
ど
で
萩
の
地
魚
加
工
品

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。
お
近
く
に
お

住
ま
い
の
方
は
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
イ
ベ
ン
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

使
っ
て
ポ
ア
レ
を
調
理
し
ま
し
た
。

　

能
勢
料
理
長
は
「
萩
に
行
き
新

鮮
な
魚
を
見
る
こ
と
で
新
た
な
メ

ニ
ュ
ー
作
り
が
で
き
ま
し
た
。
特
に

ヒ
メ
ジ
（
金
太
郎
）
と
い
う
魚
と
の

出
会
い
が
、
自
分
の
中
で
新
鮮
で
し

た
」
と
、
Ｈ
Ｐ
「
Ｚ
Ｅ
Ｎ
風
土
」
で

紹
介
。

※
松
濤
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
８
月
以

降
に
萩
産
金
太
郎
（
ヒ
メ
ジ
）
の

ポ
ア
レ
の
メ
ニ
ュ
ー
が
登
場
し
ま
す

（
予
定
）。

【オイル ルージュ】

■
萩
の
地
魚
フ
ェ
ア
（
鮮
魚
・
魚
加
工

品
・
練
製
品
な
ど
の
販
売
）

▽
８
月
５
日
（
木
）
〜
10
日
（
火
）　

▽
「
紀
ノ
国
屋
」
国
立
店
・
等
々
力
店

■
萩
の
地
魚
フ
ェ
ア
（
魚
加
工
品
の
販

売
）

▽
10
月
（
予
定
）

▽「
ザ
・
ガ
ー
デ
ン
自
由
が
丘
」横
浜
店

■
問
い
合
わ
せ

萩
市
商
工
課
萩
ブ
ラ
ン
ド
流
通
開
発
室

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
８
１
１
）

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
人
気
番
組
「
あ
さ
イ

チ
」
の
特
集「
知
ら
な
い
魚
が 

安
く

て
美
味
！
」（
５
月
25
日
）で
、「
萩
の

金
太
郎
」が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

水
揚
げ
さ
れ
る
地
域
で
は
流
通
し

て
い
る
も
の
の
、
全
国
的
に
は
知
ら

れ
て
い
な
い
け
ど
、
実
は
安
く
て
お

い
し
い
魚
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
。
番

組
で
は
、『
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
東

京
』
に
も
格
付
け
さ
れ
て
い
る
超
高

級
フ
ラ
ン
ス
料
理
店
「
シ
ェ
松
尾
」

が
、
金
太
郎
の
オ
イ
ル
ル
ー
ジ
ュ
を

Oil Rouget
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（
前
号
の
あ
ら
す
じ　

松
陰
か
ら
留
魂

録
を
託
さ
れ
た
沼
崎
吉
五
郎
は
、
三
宅

島
に
島
流
し
さ
れ
た
後
も
留
魂
録
を
大

切
に
守
り
続
け
た
）

　

吉
田
松
陰
に
惹
か
れ
て
い
る
私
は
、

殉
節
１
５
０
年
に
あ
た
り
、
沼
崎
吉
五

郎
さ
ん
に
萩
人
を
代
表
し
て
、
礼
を

云
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
、
そ
う
し

た
想
い
に
か
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
福
島

県
の
新
聞
社
に
持
ち
か
け
た
ら
、
記
事

を
書
い
て
く
だ
さ
っ
た
。
し
か
し
、
今

ま
で
の
経
緯
か
ら
も
こ
の
程
度
で
事
が

運
ば
な
い
の
は
当
然
。
松
陰
の
命
日
に

あ
と
10
日
と
迫
っ
た
昨
年
10
月
18
日
に
、

松
陰
が
「
留
魂
録
」
を
託
し
て
１
５
０

年
目
、
私
は
沼
崎
吉
五
郎
さ
ん
の
名
前

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
コ
ピ
ー

で
は
あ
る
が
、
分
厚
い
５
冊
の
「
流
人

存
命
帳
」。

　

三
宅
島
流
人　

安
政
６
未
年
11
月

　

御
小
性
組　

土
屋
備
前
守
組　

能
勢

粂
次
郎
家
来

沼
崎
吉
五
郎
惣　

未
37
歳

　

三
宅
島
で
な
く
八
丈
島
だ
っ
た
と
い

う
説
も
聞
い
た
。
当
時
は
風
や
海
の
具

合
で
定
め
ら
れ
て
い
た
流
刑
地
が
変
わ

る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
ら
し
い
か
ら
。

山
本 

貞さ
だ
ひ
さ

壽
（
萩
市
椿
東
）

　

三
宅
島
だ
っ
た
。
松
陰
処
刑
の
直
後
。

年
齢
は
37
歳
、と
判
っ
た
。三
宅
島・
東
京

か
ら
１
８
０
㎞
、竹
芝
桟
橋
か
ら
６
時
間

40
分
、日
に
よ
っ
て
到
着
港
が
変
わ
る
、

直
径
約
９
㎞
、８
０
０
ｍ
の
火
山
は
太
古

か
ら
噴
火
を
繰
り
返
し
、現
在
も
火
山

ガ
ス（
二
酸
化
硫
黄
）の
放
出
が
続
い
て

い
る
。２
０
０
０
〜
05
年
は
全
島
避
難
。

　

沼
崎
吉
五
郎
は
こ
の
島
で
、
15
年
間

「
留
魂
録
」
を
護
り
ぬ
い
た
。
着
物
の

襟
に
縫
い
込
ん
で
い
た
と
い
わ
れ
、
実

物
を
見
る
と
そ
う
し
た
跡
が
生
々
し
い
。

　

私
は
コ
ピ
ー
の
沼
崎
吉
五
郎
さ
ん
の

名
前
に
面
し
、
そ
の
辛
苦
を
想
い
め
ぐ

り
、「
貴
方
の
お
陰
で
、
留
魂
録
は
残
っ

た
。
松
陰
ら
し
い
牢
生
活
が
で
き
た
の

で
す
。
貴
方
は
松
陰
の
同
志
で
あ
り
門

下
生
で
し
た
」
と
礼
を
述
べ
た
の
で
す
。

　
「
流
人
存
命
帳
」
の
原
本
を
み
た
い
。

そ
し
て
何ど

な
た方
か
沼
崎
吉
五
郎
さ
ん
の
お

墓
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
せ
ん
か
。

（
山
口
県
医
師
会
報
１
月
号
か
ら
）

下

沼崎は三宅島で「留魂録」を
大切に守り続けた

■
「
吉
田
松
陰 

留
魂
録
」（
大
文
字
版
）

古
川 

薫
全
訳
注

　

身
は
た
と
ひ
武
蔵
の
野
辺
に
朽く

ち

ぬ
と

も
留

と
ど
め
お
か

置
ま
し
大
和
魂

　

死
に
直
面
し
た
人
間
が
悟
り
得
た
死

生
観
を
書
き
記
し
た
、
格
調
高
い
遺
書

文
学
の
傑
作
。

価格：861円
発行：講談社学術文庫

６
月
８
日
、
山
口
県
（
宇
部
市
）

出
身
の
菅
直
人
氏
が
、
第
94
代

内
閣
総
理
大
臣
に
就
任
し
ま
し
た
。
山

口
県
出
身
の
宰
相
は
９
人
目
。

　

菅
首
相
は
、
高
杉
晋
作
を
「
果
断
な

行
動
を
取
っ
て
、
ま
さ
に
明
治
維
新

を
成
し
遂
げ
る
大
き
な
力
を
発
揮
し
た

人
だ
」
と
尊
敬
す
る
人
物
に
挙
げ
、
晋

作
が
創
設
し
た
武
士
と
庶
民
の
混
成
に

よ
る
軍
隊
「
奇
兵
隊
」
に
な
ぞ
ら
え
て
、

新
内
閣
を
「
奇
兵
隊
内
閣
」
と
命
名
し

ま
し
た
。

　

菅
首
相
の
所
信
表
明
演
説
に
対
し
て
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
好
評
放
映
中
の
大
河
ド

ラ
マ
「
龍
馬
伝
」
の
脚
本
を
手

掛
け
る
の
は
、
周
南
市
出
身
で
、
木
村

拓
哉
が
首
相
を
演
じ
た
「
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｇ

Ｅ
」
や
「
海
猿
」
な
ど
数
々
の
ヒ
ッ
ト

ド
ラ
マ
や
映
画
の
脚
本
家
、
福
田
靖
さ

ん
（
48
歳
）。

　

明
治
維
新
ゆ
か
り
の
山
口
県
出
身
で

あ
る
こ
と
に
関
し
て
「
龍
馬
の
大
仕
事

に
薩
長
同
盟
が
あ
る
の
で
薩
長
の
関
係

を
描
か
な
い
と
い
け
な
い
。第
29
回（
７

月
18
日
放
送
分
）
か
ら
は
長
州
が
ガ
ン

ガ
ン
出
る
」
と
の
こ
と
で
す
。

　

高
杉
晋
作
役
の
俳
優
・
伊
勢
谷
友
介

（
昨
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
「
白
洲
次
郎
」

で
主
演
）
を
は
じ
め
、
長
州
の
志
士
が

出
て
く
る
お
楽
し
み
の
「
第
３
部
」
は

７
月
18
日（
日
）夜
８
時
ス
タ
ー
ト
で
す
。

晋
作
の
銅
像
を
建
立
し
よ
う
と
、

萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
銅
像
建

立
委
員
会
で
は
、
５
月
か
ら
一
口
５
万

円
の
寄
付
１
０
０
口
を
全
国
か
ら
募
集

し
ま
し
た
。
全
国
で
も
晋
作
人
気
は
高

く
、
約
１
か
月
で
受
付
終
了
、
市
外
か

ら
46
人
の
申
し
込
み
。
銅
像
は
今
年
10

月
31
日
に
建
立
さ
れ
ま
す
。

同
じ
く
山
口
県
出
身
の
自
民
党
の
林
芳

正
氏
が
、「
奇
兵
隊
の
目
的
は
倒
幕
だ
っ

た
。
政
権
交
代
後
の
菅
内
閣
が
な
す
べ

き
は
、
破
壊
で
な
く
創
造
」
と
、
新
内

閣
を
奇
兵
隊
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
こ
と

に
疑
問
を
示
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し

菅
首
相
は
、「
日
本
の
閉
塞
状
態
を
打

ち
破
る
た
め
、
奇
兵
隊
の
よ
う
に
果
断

に
行
動
し
、
新
た
な
創
造
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
。
い
ま
私
が
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
、
破
壊
と
創
造
の
両

方
」
と
反
論
し
ま
し
た

晋作銅像の雛形
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伊
勢
湾
横
断
ク
ル
ー
ズ
を
楽
し
ん
だ
り
、

津
シ
ニ
ア
テ
ニ
ス
の
役
員
兼
選
手
と
し

て
韓
国
遠
征
な
ど
を
繰
り
返
し
て
い
ま

す
。
時
々
悪
友
た
ち
と
、
夜
の
蝶
が
絶

滅
し
な
い
よ
う
保
護
す
る
た
め
、
巷
に

く
り
だ
し
て
い
ま
す
。

　

あ
の
夏
蜜
柑
の
花
の
甘
い
香
り
が

漂
っ
て
く
と
、
き
ま
っ
て
懐
か
し
い
萩

の
町
を
思
い
出
し
ま
す
。
川
島
土
手
の

桜
並
木
は
、
花
吹
雪
の
ト
ン
ネ
ル
を
作

り
、
下
を
流
れ
る
阿
武
川
で
は
、
泳
い

だ
り
、
鰻

う
な
ぎや

エ
ビ
を
よ
く
採
り
ま
し
た
。

　

中
学
の
時
に
行
わ
れ
た
菊
ヶ
浜
の
遠

泳
で
は
、
自
分
の
褌

ふ
ん
ど
しが
小
さ
す
ぎ
て
、

女
子
学
生
に
見
ら
れ
る
の
が
恥
ず
か
し

か
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
萩
高
時
代

は
、
校
長
方
針
が
進
学
一
辺
倒
だ
っ
た

た
め
か
、
私
の
青
春
暗
か
っ
た
。
そ
れ

で
も
弁
論
部
部
長
の
と
き
に
は
、
県
下

で
優
勝
し
た
事
も
あ
り
ま
し
た
ね
。

　

け
ば
け
ば
し
い
活
性
化
は
絶
対
避
け

る
べ
き
で
す
。「
だ
い
だ
い
は
身
を
垂

れ　

時
計
は
カ
チ
カ
チ
と
」
の
風
情
を

失
っ
て
は
、
萩
は
萩
で
な
く
な
り
ま
す
。

　

漁
業
の
振
興
と
文
教
都
市
を
目
指

し
、
例
え
ば
有
名
大
学
の
分
校
等
の
誘

致
を
図
っ
て
み
れ
ば
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
高
杉
や
桂
な
ど
の
侍
姿
の
バ
イ
ト

を
、
城
址
や
堀
内
あ
た
り
を
巡
回
さ
せ
、

観
光
客
の
話
題
作
り
を
す
る
事
が
大
切

で
す
よ
。

　

忙
し
い
と
い
う
字
を
分
解
す
る
と
、

心
が
亡
ぶ
と
な
る
よ
う
に
、
決
し
て
望

ま
し
い
事
で
は
な
い
よ
う
で
す
が
、
ど

う
い
う
わ
け
か
古
希
を
過
ぎ
て
も
、
望

ん
で
い
た
よ
う
に
庭
い
じ
り
な
ど
し
て
、

悠
々
自
適
と
は
い
か
な
い
の
が
小
生
の

近
況
で
す
。

　

電
鉄
系
の
不
動
産
会
社
か
ら
独
立
し

て
現
在
の
会
社
を
創
業
し
て
は
や
40
余

年
。
そ
の
間
業
務
の
必
要
上
か
ら
取
得

し
た
社
労
士
・
行
政
書
士
・
マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
士
・
宅
建
主
任
・
不
動
産
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
等
々
の
資
格
団
体
の
長
を
歴

任
し
た
結
果
、
未
だ
に
相
談
役
や
監
査

役
等
か
ら
降
り
ら
れ
な
い
実
情
で
す
。

　

幸
い
会
社
の
方
は
、
末
娘
の
婿
に
ま

か
せ
て
、
こ
の
頃
は
主
と
し
て
商
工
会

議
所
常
議
員
な
ど
の
公
的
方
面
に
精
を

出
し
て
い
ま
す
。
合
間
を
み
つ
け
て
は
、

１
級
船
舶
操
縦
士
の
腕
前
を
ふ
る
っ
て
、

原
田
土
地
開
発
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
会
長

原
田 

陽
介
さ
ん

（
萩
市
川
島
出
身
、三
重
県
津
市
在
住
、72
歳
）

萩
高
校
八
期  

昭
和
31
年
卒
業

　　　　　　　　ペンネーム原田洋佑。
1937（昭和 12）年 10 月生まれ。
昭和 31 年、萩高校卒業（8 期）
昭和 41 年、原田土地開発株式会社創立、
三重大学大学院修了
現在、原田土地開発株式会社代表取締役
会長。そのほか三重県行政書士会相談役

（元会長）、津商工会議所常議員ほか。
著書に『そこにある危険！〜中国と
アメリカに翻弄される日本』（文芸社、
2007 年 5 月）、『耐えてそうろう』。
趣味はテニス、史跡巡り、旅行。

プロフィール

私
の
近
況

萩
の
思
い
出

萩
へ
の
一
言

長な
が
い井
雅う

た楽  

（
１
８
１
９
～
１
８
６
３
）

独
自
の
開
国
論
を
説
い
た
先
駆
者

『
耐
え
て
そ
う
ろ
う
ー
幕
末
意
外
史

長
井
雅
楽
に
と
っ
て
の
明
治
維
新
』

原
田
洋
佑　

著

　

組
織
が
個
人
を
裏
切
っ
た
時
、
も

の
の
ふ
長
井
雅
楽
は
い
か
に
対
処
し

た
か
！
激
動
の
幕
末
に
キ
ラ
星
の
ご

と
く
輝
き
な
が
ら
散
っ
て
い
っ
た
男

の
、
見
事
な
生
涯
を
描
き
切
っ
た
歴

史
小
説

価
格　

１
４
０
０
円

発
行　

文
芸
社
（
10
年
２
月
発
行
）

申
し
込
み　

文
芸
社

（
０
３
・
５
３
６

９
・
１
５
６
０
）、

ま
た
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の　

文
久
元
年
（
１
８

６
１
）
幕
府
の
開
国

方
針
に
対
し
京
都
を

中
心
に
攘
夷
論
が
高

ま
る
な
か
、「
公
武
一
和
・
航
海
遠

略
策
」
と
称
さ
れ
る
独
自
の
開
国
論

を
藩
主
に
建
白
す
る
。
こ
れ
が
ま
も

な
く
藩
是
と
し
て
認
め
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
久
坂
玄
瑞
や
桂
小
五

郎
（
木
戸
孝
允
）
ら
尊
王
攘
夷
派
に

よ
り
、「
航
海
遠
略
策
」
に
朝
廷
を

誹
謗
す
る
文
言
が
あ
る
と
弾
劾
さ
れ
、

文
久
２
年
、
藩
是
は
「
破
約
攘
夷
」

に
一
変
し
、
辞
職
に
追
い
込
ま
れ
た
。

文
久
３
年
、
萩
城
下
土
原
の
自
宅
で

壮
絶
な
切
腹
を
遂
げ
た
。

am
azon
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小
川
の
味
を
お
届
け
し
ま
す

平
山
台
果
樹
生
産
組
合（
小
川
地
区
）

　

小
川
地
区
の
平
山
台
で
採
れ
た
新
鮮

な
果
物
（
桃
・
梨
・
ぶ
ど
う
・
栗
・
り

ん
ご
）
５
品
を
全
国
の
方
々
に
お
届
け

し
よ
う
と
、
７
月
か
ら
注
文
販
売
が
始

ま
り
ま
す
。
11
月
ま
で
小
川
の
旬
の
味

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

小
川
地
区
は
、
山
口
県
最
大
の
桃
の

産
地
で
、
太
陽
の
光
を
た
く
さ
ん
浴
び
、

甘
く
て
真
っ
赤
な
色
上
が
り
が
美
し
く
、

日
持
ち
の
よ
い
「
小
川
サ
ン
ピ
ー
チ
」

が
有
名
。

　

豊
か
な
自
然
と
大
地
の
恵
み
を
た
っ

ぷ
り
受
け
て
育
っ
た
小
川
平
山
台
の
果

イ
カ
釣
り
漁
師
が
直
売

山
口
県
漁
協
須
佐
支
店
一
本
釣
船
団

　毎年夏場の恒例行事として好評の水槽で泳
ぐ活きた「須佐 男命いか」の直売市が開催
されます。
　「須佐 男命いか」は、須佐いかのブラン
ド化を推進するため、平成 18 年に商標登録。
肉厚でありながら身はやわらかく、甘みがあ
り、イカの中では最高級品のケンサキイカで
す。この獲れたての男命いかをイカ釣り漁師
から直接買うことができます。
■とき　７月４日（日）〜９月26日（日）の毎週
　土・日曜日と７月27日（火・いか祭り）の全24回
　※７月31日と８月15日は休み
■販売時間　午前９時 30 分〜 11 時 30 分
　　　　　　（売り切れ次第終了）
　※午前８時 30 分から整理券を配布
■ところ　須佐漁港
■特別価格　活イカ 100 ｇ 280 円（税込）
■問い合わせ　山口県漁協須佐支店須佐一本
　釣船団（０８３８７・６・２３１１）

物
を
ぜ
ひ
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

７
月
発
送
＝
桃
（
４
㎏
）
無
袋
栽
培
を

施
し
た
色
鮮
や
か
な
「
サ
ン
ピ
ー
チ
」

８
月
発
送
＝
幸
水
梨
（
５
㎏
）
太
陽
の

光
を
た
く
さ
ん
浴
び
た
無
袋
栽
培
の

「
サ
ン
幸
水
」

９
月
発
送
＝
ぶ
ど
う
房
入
り
（
２
㎏
）

最
高
級
品
種
の
「
巨
峰
」
が
中
心
。
朝

も
ぎ
の
新
鮮
ぶ
ど
う

10
月
発
送
＝
栗
（
２
㎏
）
粒
揃
い
の
品

種
を
よ
り
す
ぐ
り

11
月
発
送
＝
り
ん
ご
（
４
㎏
）
有
名
産

地
に
ひ
け
を
と
ら
な
い
ジ
ュ
ー
シ
ー
な

　

夏
の
味
覚
の
王
様
〝
福
賀
ミ
ネ
ラ

ル
す
い
か
〟
を
紹
介
し
ま
す
。

　

福
賀
地
区
で
生
産
さ
れ
、
肥
沃
な

土
地
と
標
高
３
５
０
〜
４
０
０
m
の

準
高
冷
地
に
よ
る
昼
夜
の
温
度
差
が
、

独
特
な
歯
ご
た
え
〝
シ
ャ
リ
ッ
〟
感

を
生
み
出
し
ま
す
。
味
は
ス
ッ
キ
リ

と
し
た
清
涼
感
あ
ふ
れ
る
甘
み
が
特

徴
で
す
。

　

出
荷
は
７
月
20
日
〜
８
月
20
日
す

ぎ
の
１
か
月
間
で
約
１
万
個
。
生
産

者
全
員
が
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
を
取

得
し
、
土
づ
く
り
、
化
学
肥
料
低
減
、

化
学
農
薬
低
減
に
一
体
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
す
い
か
に
は
３
つ
の

こ
だ
わ
り
が
。

　

一
つ
目
は
〝
１
株
１
果
取
り
〟。

通
常
１
株
に
２
〜
３
個
果
実
を
付
け

ま
す
が
、
１
果
に
す
る
こ
と
で
安
定

し
た
「
形
、
味
、
大
き
さ
」
を
提
供

で
き
ま
す
。

　

二
つ
目
は
徹
底
し
た
施
肥
管
理
。

苗
は
浅
植
え
し
、〝
実
〟
に
重
点
を

阿
武
町

木村会長ご夫婦

置
い
た
肥
料
管
理
を
し
ま
す
。
通
常

は
植
え
る
前
と
追
肥
２
回
の
み
で
す

が
、
す
い
か
に
と
っ
て
肥
料
が
最
も

必
要
な
時
期
を
想
定
し
て
あ
ら
か
じ

め
そ
の
位
置
に
肥
料
を
ま
き
ま
す
。

　

三
つ
目
は
〝
ミ
ネ
ラ
ル
塩
〟
の
使

用
。
水
に
と
い
て
葉
や
土
に
散
布
し

ま
す
。
独
特
の
食
感
「
シ
ャ
リ
ッ
」

の
決
め
手
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩
福
賀
す
い
か

部
会
代
表
の
木
村
武
和
さ
ん（
上
万
）

は
「
す
い
か
は
手
を
か
け
れ
ば
か
け

る
ほ
ど
良
い
物
が
で
き
ま
す
。
す
い

か
に
か
け
る
手
間
と
愛
情
は
味
に
比

例
し
ま
す
」
と
自
信
満
々
。

■
問
い
合
わ
せ

山
口
県
阿
武
郡
阿
武
町
福
賀　

あ
ぶ

ら
ん
ど
萩
農
業
協
同
組
合
福
賀
支
所

（
０
８
３
８
８
・
５
・
０
３
１
１　

Ｆ

Ａ
Ｘ
０
８
３
８
８
・
５
・
０
６
５
５
）

夏
の
味
覚
の
王
様

り
ん
ご

毎
月
コ
ー
ス　

１
８
０
０
０
円

希
望
３
か
月
コ
ー
ス　

１
２
０
０
０
円

希
望
２
か
月
コ
ー
ス　

８
０
０
０
円

■
注
文
・
問
い
合
わ
せ

７
月
15
日
ま
で
に
、
Ｊ
Ａ
あ
ぶ
ら
ん
ど

萩
営
農
指
導
部
阿
北
事
務
所

（
０
８
３
８
７
・
４
・
０
３
１
１
）

大地の芸術

小川サンピーチ
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し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
経
験
を
活
か
し
て
、
定

年
後
は
海
外
で
技
術
援
助
の
仕
事
を
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
し
、
い
く

つ
か
の
誘
い
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し

思
い
が
け
ず
、
老
父
の
介
護
の
た
め
に

60
歳
で
帰
郷
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
た
の
は
本
当
に
無
念
で
し
た
。

　

45
年
ぶ
り
の
帰
萩
で
あ
り
、
地
元
に

は
ほ
と
ん
ど
人
脈
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
不
安
も

あ
り
ま
し
た
。
帰
郷
後
３
年
目
に
は
町

内
会
の
副
会
長
、
５
年
後
に
は
会
長
に

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
長
く
町
内
に
在
住

さ
れ
て
お
ら
れ
る
先
輩
方
を
差
し
置
い

て
、
な
ぜ
新
参
の
私
が
と
い
う
思
い
も

あ
り
ま
し
た
が
、
人
脈
を
つ
く
る
と
い

う
意
味
で
は
と
て
も
良
い
機
会
で
し
た
。

　

い
ま
で
は
、
町
内
の
方
々
も
、
外
か

ら
帰
っ
て
き
て
新
し
い
感
覚
で
も
の
を

言
い
、
行
動
す
る
人
間
を
面
白
が
っ
て

お
ら
れ
る
の
か
な
と
自
画
自
賛
し
な
が

ら
、
７
年
目
の
町
内
会
長
の
仕
事
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

　

特
に
現
役
を
終
え
、
い
わ
ゆ
る
第
三

の
人
生
を
迎
え
ら
れ
る
方
々
に
と
っ
て
、

ふ
る
さ
と
へ
帰
る
か
ど
う
か
の
決
断
は

大
き
な
問
題
で
し
ょ
う
。
都
会
に
生
活

の
根
拠
が
で
き
、
子
や
孫
た
ち
も
近
く

に
居
る
と
い
う
環
境
を
捨
て
て
ふ
る
さ

常
一
氏
が
『
私
の
日
本
地
図
・
萩
付

近
』
の
な
か
で
、
特
に
、
そ
こ
に
住
む

人
た
ち
の
自
分
の
郷
里
に
対
す
る
関
心

の
薄
さ
が
気
に
な
る
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
し
た
。
そ
れ

は
、
あ
ま
り
に
も
偉
大
な
明
治
維
新
に

係
わ
る
事
蹟
に
目
を
奪
わ
れ
て
し
ま
い
、

声
を
上
げ
る
の
を
憚
っ
て
き
た
か
ら
で

は
な
い
の
か
と
、
私
に
は
思
わ
れ
ま
す
。

　

た
し
か
に
、
吉
田
松
陰
・
高
杉
晋
作

ら
を
生
み
、
維
新
の
偉
業
の
先
駆
け
と

な
っ
た
歴
史
は
誇
ら
し
く
、
そ
の
遺
産

は
大
切
に
守
り
つ
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
歴
史
の
長

い
時
間
の
中
で
の
、
ほ
ん
の
50
年
間
の

エ
ポ
ッ
ク
の
み
で
郷
土
を
語
る
の
は
淋

し
い
こ
と
で
す
。

　

私
は
石
油
会
社
の
技
術
者
と
し
て
37

年
間
の
会
社
員
生
活
を
過
ご
し
、
そ
の

間
、
四
日
市
・
鹿
島
・
東
京
・
ア
ブ
ダ
ビ
・

千
葉
と
転
勤
も
転
居
も
数
多
く
経
験
し

ま
し
た
。
前
半
は
日
本
経
済
の
発
展
期

で
、
技
術
導
入
で
た
び
た
び
海
外
出
張

も
あ
り
躍
動
の
日
々
で
し
た
が
、
後
半

に
は
石
油
業
界
も
減
速
の
時
期
に
な
り

企
業
合
併
も
起
こ
り
、
厳
し
い
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
中
東
ア
ブ

ダ
ビ
で
の
３
年
半
の
海
外
勤
務
は
忘
れ

難
い
も
の
で
し
た
。
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ヨ

ル
ダ
ン
・
レ
バ
ノ
ン
な
ど
６
か
国
の
60

人
を
部
下
に
し
て
原
油
の
採
掘
と
精
製

に
携
わ
っ
た
の
で
す
が
、
外
か
ら
日
本

を
見
る
と
い
う
得
難
い
経
験
を
私
に
残

中
学
校
時
代
を
萩
で
過
ご
し
、

45
年
ぶ
り
に
帰
郷河

村 

公き
み
あ
き昭

さ
ん

（
萩
市
椿
雑
式
町
在
住
、72
歳
）

プロフィール

と
に
戻
る
こ
と
は
、
老
後
の
不
安
も
考

え
合
わ
せ
る
と
、
容
易
な
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
私
も
東
京
の
郊
外
に
家
を

造
り
、
近
く
に
子
供
た
ち
が
居
り
ま
す

し
、
大
学
や
会
社
の
同
期
生
ら
と
の
交

際
も
続
け
ら
れ
る
生
活
に
未
練
が
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
自
分
の
思
惑
よ
り

も
10
年
も
早
く
帰
郷
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
が
、
結
果
と
し
て
、
仏
教
の
勉

強
を
し
た
り
、
郷
土
の
歴
史
を
掘
り
下

げ
て
み
る
時
間
が
で
き
て
、
そ
れ
を
本

に
し
て
出
版
す
る
と
い
う
、
自
分
で
も

思
っ
て
も
見
な
か
っ
た
、
自
身
の
可
能

性
を
見
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

人
間
に
は
、
自
分
で
も
気
付
い
て
い

な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
可
能

性
を
引
き
出
す
の
に
、
こ
の
萩
の
豊
か

な
自
然
と
風
土
は
大
き
な
支
え
と
な
り

ま
す
。
単
に
ふ
る
さ
と
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン

と
か
、
祖
先
の
残
さ
れ
た
資
産
を
守
る

た
め
と
か
だ
け
で
な
く
、
そ
う
い
う
も

の
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
よ
り
充
実
し
た

人
生
を
完
結
す
る
た
め
の
時
間
と
場
所

と
し
て
、「
ふ
る
さ
と
萩
」
を
見
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

『
萩
・
阿
武
の
中
世
風
土
記
ー
北
長
門

に
お
け
る
豪
族
の
盛
衰
』

　

萩
開
府
以
前
の
こ
の
地
域
の
様
子
は

ど
の
様
で
あ
っ
た
の
か
、
ど
ん
な
歴
史

が
秘
め
ら
れ
て
い
た
の
か
！

価
格　

１
５
０
０
円

出
版　

マ
シ
ヤ
マ
印
刷
（
10
年
３
月
）

申
し
込
み　

河
村
さ
ん

（
０
８
３
８
・
２
２
・
４
６
８
２
）

　

長
い
間
、
昔
の
萩
は
ど
ん
な
だ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
と
の
思
い
が
心
に
か
か
っ

て
い
ま
し
た
。
歴
史
の
町
と
し
て
喧
伝

さ
れ
て
い
る
萩
が
、
ほ
と
ん
ど
、
明
治

維
新
抬
頭
の
地
と
し
て
の
一
点
の
み
で

語
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
郷
土
史
的
に

は
き
わ
め
て
い
び
つ
な
こ
と
で
あ
る
と

い
う
気
持
ち
も
強
く
あ
り
ま
し
た
。

　

取
材
を
し
な
が
ら
感
じ
た
こ
と
は
、

あ
の
著
名
な
民
俗
学
者
で
あ
る
宮
本

『
萩
・
阿
武
の
中
世
風
土
記
』

を
出
版
し
て

石
油
会
社
の
技
術
者
と
し
て
37
年
間

45
年
ぶ
り
の
帰
萩
、
町
内
会
長
に

現
役
を
終
え
、
第
三
の
人
生
を

迎
え
ら
れ
る
方
へ

昭和 13 年 3 月
昭和 28 年 3 月
昭和 36 年 3 月

　　　　　４月

平成 10 年 5 月

山口県下松市生まれ
萩第一中学校卒業
早稲田大学理工学部
応用化学科卒業
大協石油（現コスモ石油）
入社
萩市に帰郷

著書に『念仏者の寄り道』（文芸社、200
4 年 2 月）
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夫
婦
で
昔
な
が
ら
の

蒲
鉾
を
作
り
続
け
て
い

る
河
村
蒲
鉾
店
の
「
萩

の
幸
」
が
、
安
全
・
安

心
・
良
質
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
、
創
業
１
０
０
年

こ
ら
れ
て
か
ら
の
フ
ァ
ン
で
す
。
他
の

お
店
と
は
、
食
感
・
歯
ご
た
え
が
違
い
、

魚
本
来
の
味
・
風
味
が
口
に
広
が
る
ん

で
す
よ
。
竹
輪
も
大
好
き
。
昔
な
が
ら

の
味
を
食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
」
と
、

大
応
援
。

　

萩
を
出
た
方
が
そ
の
味
を
忘
れ
ら
れ

ず
、
注
文
。
そ
の
家
族
も
ま
た
フ
ァ

ン
と
な
っ
て
、
代
々
続
く
お
得
意
さ
ん
。

特
に
お
歳
暮
の
時
期
は
、
全
国
の
お
得

意
様
の
注
文
で
大
忙
し
。

　

25
年
前
に
は
市
内
に
20
軒
以
上
あ
っ

た
蒲
鉾
屋
も
今
は
10
軒
の
み
。

　
「
会
っ
た
こ
と
の
な
い
方
か
ら
『
お

い
し
か
っ
た
』
と
電
話
を
い
た
だ
く
。

そ
ん
な
お
客
さ
ん
の
た
め
に
頑
張
り
た

い
。
ま
ぁ
、
い
つ
ま
で
で
き
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
が
ね
（
笑
）」

　

作
詞
家
の
サ
ト
ウ
ハ
チ
ロ
ー
や
、
政

治
家
の
塩
川
正
十
郎
氏
も
好
ん
だ
蒲
鉾

の
お
い
し
さ
が
、
全
国
の
子
、
そ
し
て

孫
へ
伝
え
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

全
国
各
地
で
の
焼
さ
ば
寿
司
に
対

抗
し
て
、萩
の
瀬
付
き
ア
ジ
を
使
っ
た

「
焼
鯵
寿
司
」を
東
浜
崎
町
の
い
の
う
え

仕
出
し
㈱（
井
上
末
一
代
表
）が
開
発
し
、

５
月
か
ら
販
売
を
始
め
ま
し
た
。

　

井
上
拓た

く
み美

専
務
（
42
歳
）
が
萩
の
新

し
い
お
土
産
に
な
れ
ば
、
と
の
思
い
で

昨
年
秋
か
ら
開
発
を
始
め
、
３
か
月
間

毎
日
ア
ジ
の
持
つ
生
臭
さ
と
食
感
の
柔

ら
か
さ
を
見
事
に
克
服
し
、
商
品
化
し

ま
し
た
。

　

ア
ジ
の
焼
き
具
合
に
幾
度
と
な
く
試

行
を
し
た
結
果
、
頃
合
い
の
焼
き
加
減

に
醤
油
を
ベ
ー
ス
と
し
た
秘
伝
の
タ
レ

が
し
っ
か
り
し
み
込
み
、
甘
辛
く
さ
っ

ぱ
り
と
し
た
味
に
仕
上
が
っ
て
お
り
、

鯵
独
特
の
き
め
細
か
い
し
っ
と
り
と
し

た
身
が
寿
司
飯
と
マ
ッ
チ
し
て
い
ま
す
。

　

特
筆
す
べ
き
は
、
寿
司
の
形
。
自
ら

考
案
し
た
ア
ジ
の
形
に
合
わ
せ
た
専
用

いのうえ仕出し㈱

の
木
枠
の
押
し
型
で
作
成
し
、
横
4.5
㎝
、

縦
８
㎝
の
ほ
ど
よ
い
形
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
１
個
が
３
等
分
に
カ
ッ
ト

さ
れ
、
一
口
で
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
工
夫
さ
れ
、
か
つ
ボ
リ
ュ
ー
ム

が
あ
り
ま
す
。

　

井
上
専
務
は
、「
旅
行
で
来
萩
し
た

と
き
は
、
土
産
は『
鯵
の
寿
司
』と
し
て

定
着
さ
せ
た
い
。
ア
ジ
の
土
産
で
こ
う

い
う
も
の
が
あ
る
。
う
な
ぎ
や
あ
な
ご

の
よ
う
に
名
前
で
値
段
が
決
ま
る
よ
う

な
も
の
で
は
な
い
」
と
今
後
の
販
売
促

進
に
向
け
た
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

焼
鯵
寿
司
は
、
２
個
入
り
が
６
０
０

円
で
、
５
個
入
り
が
１
２
０
０
円
。　

　

販
売
は
、
東
浜
崎
の
い
の
う
え
仕
出

し
本
店
の
ほ
か
、
全
国
ど
こ
で
も
発
送

し
て
い
ま
す
（
送
料
は
問
い
合
わ
せ
）。

手
軽
に
萩
の
味
（
鯵
）
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

いのうえ仕出し㈱
住所：萩市東浜崎町 1-47
電話：0838・25・7118
FAX：0838・25・7141

萩 の 元 気 企 業 探 訪

※「焼鯵寿司」を２名
様にプレゼント。

注文・問い合わせ

河村蒲鉾店

河村蒲鉾店
住所：萩市橋本町 11
電話：0838・22・0560
FAX：0838・22・5545
フリーダイヤル：0838・29・0560

注文・問い合わせ

を
誇
る
東
京
の
ス
ー
パ
ー
紀
ノ
国
屋
で

販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

河
村
蒲
鉾
店
は
大
正
元
年
創
業
。
昭

和
29
年
か
ら
店
を
継
ぐ
、
ご
主
人
の
烏

田
久
男
さ
ん
（
77
歳
）
は
、
奥
さ
ん
の

孝
子
さ
ん
（
75
歳
）
と
２
人
で
仕
入
れ
、

製
造
、
販
売
と
店
を
切
り
盛
り
。
朝
は

２
時
半
に
起
き
て
、
萩
発
祥
の
焼
抜
蒲

鉾
を
作
り
続
け
て
い
ま
す
。

　

そ
の
味
の
評
判
を
お
客
さ
ん
か
ら
聞

い
た
紀
ノ
国
屋
の
仕
入
れ
担
当
が
、「
ぜ

ひ
卸
し
て
ほ
し
い
」
と
萩
に
駆
け
つ
け

て
来
た
の
が
平
成
７
年
。
以
来
毎
週
、

紀
ノ
国
屋
へ
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

山
口
市
か
ら
買
い
求
め
に
き
た
常
連

の
主
婦
は
、「
嫁
ぎ
先
の
母
に
連
れ
て

※「萩の幸」と「竹輪」のセット
を５名様にプレゼント。

昔ながらの味、シコシコとした歯ご
たえ。保存料は一切使っていません。
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ま
ず
は
、
キ
ー
ワ
ー
ド
「
低
湿
地
」

か
ら
で
す
。

　

図
１
は
、
萩
三
角
州
内
の
微
妙
な
地

形
を
、
0.5
ｍ
ご
と
の
等
高
線
で
表
現
し

た
地
形
図
で
す
。

　

こ
の
地
形
図
か
ら
は
、
三
角
州
内

の
標
高
が
指
月
山
を
除
き
10
ｍ
に
満
た

な
い
こ
と
、
低
い
所
で
は
２
m
に
満
た

な
い
低
地
が
、
中
央
部
か
ら
北
東
部
に

か
け
て
広
が
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
分

か
り
ま
す
。
そ
れ
ら
低
い
土
地
一
帯
は
、

城
下
町
の
あ
ゆ
み
で
紹
介
し
ま
し
た
が
、

も
と
も
と
は
沼
地
や
深
田
で
あ
っ
た
よ

う
な
場
所
で
す
。

　

実
は
、
こ
の
低
い
土
地
一
帯
、
つ
ま

り
低
湿
地
が
、元
か
ら
在
っ
た
「
ま
ち
」

を
壊
さ
な
か
っ
た
こ
と
に
一
役
も
二
役

も
か
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

続
い
て
紹
介
す
る
図
２
は
、
江
戸
時

代
の
萩
三
角
州
内
の
土
地
利
用
を
示
す

図
で
す
。
こ
れ
と
、
先
の
微
地
形
図
と

を
見
比
べ
る
と
、
興
味
深
い
事
実
が
見

え
て
き
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
三
角
州
内
で
比
較
的
標
高

の
高
い
所
、
具
体
的
に
は
新
堀
川
と

外
堀
と
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
る
三
角
州
の

北
部
分
に
、
町
人
地
が
設
け
ら
れ
て
い

る
の
で
す
。
標
高
は
４
ｍ
を
超
え
ま
す
。

洪
水
の
憂
い
が
あ
っ
た
三
角
州
の
中
に

あ
っ
て
、
水
に
浸
か
り
に
く
い
場
所
に

町
人
地
は
在
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
寺
院
に
つ
い
て
は
、
三
角
州
内
で

最
も
標
高
の
高
い
一
帯
に
集
ま
っ
て
い

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
な
ぜ
そ
の
よ

う
な
配
置
に
な
っ
て
い
る
の
か
興
味
が

持
た
れ
ま
す
が
、
今
に
続
く
寺
町
が
形

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

武
家
屋
敷
地
に
つ
い
て
は
、
重
臣
が

住
ま
い
し
た
三
の
丸
・
堀
内
地
区
が
標

高
３
〜
４
ｍ
ほ
ど
、
そ
れ
以
外
に
つ
い

　

萩
は
、
江
戸
時
代
の
城
下
町
絵
図
を
、
そ
の
ま
ま
地
図
と
し
て
用

い
る
こ
と
が
で
き
る
「
ま
ち
」
で
す
。
そ
れ
は
、
江
戸
時
代
の
城
下

町
が
、
大
き
く
壊
さ
れ
る
こ
と
な
く
今
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

意
味
し
ま
す
。

　

前
回
ま
で
は
、
萩
の
城
下
町
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
き
た
か

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
お
さ
ら
い
し
ま
し
た
。
今
回
か
ら
は
、
江
戸

時
代
起
源
の
「
ま
ち
」
が
壊
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、「
低

湿
地
」、「
夏
み
か
ん
」、「
鉄
道
」、「
災
い
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
解
明

を
試
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

３

写真１：雑
さ い か

賀下がり筋（明倫小東側）の道路側溝工事写真２：出土したシダ類

（梶本祥子「歴史的都市の景観要素の把握に関する研究」より）萩三角州の微地形図
図１

写真３：昭和初年頃の藩校明倫館敷地。明治以降、
旧明倫館敷地内に、小学校（旧明倫小学校）、 商業
学校、町役場が設けられた。

（梶本祥子「歴史的都市の景観要素の把握に関する研究」より）
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図
３
：
城
下
町
絵
図
に
示
さ
れ
た
藩
校

明
倫
館
（
１
８
５
０
年
頃
に
描
か
れ
た

城
下
町
絵
図
よ
り
）

写真３：昭和初年頃の藩校明倫館敷地。明治以降、
旧明倫館敷地内に、小学校（旧明倫小学校）、 商業
学校、町役場が設けられた。

写真５：水田・ハス田の中に建設整備された旧萩町役場
大正14年（1925）

（梶本祥子「歴史的都市の景観要素の把握に関する研究」より）

写真６：三角州中央部航空写真（角川政治氏撮影）、昭和 35
年（1960）頃。道路、役場、学校、市民球場などの公共公益施設
の整備が進んでいるが、まだまだ広い農地が広がっている。

て
は
２
〜
３
ｍ
の
所
に
在
っ
た
こ
と
も

分
か
り
ま
す
。

　

そ
し
て
農
地
に
つ
い
て
は
、
標
高
が

２
ｍ
に
満
た
な
い
よ
う
な
低
い
所
が
そ

れ
に
充
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
見
え
て

き
ま
す
。
水
田
や
ハ
ス
田
と
し
て
利
用

さ
れ
た
低
湿
な
一
帯
は
、
大
雨
の
出
水

時
に
は
遊
水
池
と
な
り
、
町
人
地
や
武

家
屋
敷
地
を
浸
水
か
ら
守
り
ま
し
た
。

　

城
下
町
の
あ
ゆ
み
で
ご
紹
介
し
た
、

幕
末
期
に
描
か
れ
た
城
下
町
絵
図
（
図

３
）
で
す
。
中
央
辺
り
に
、
ひ
と
き
わ

大
き
く
描
か
れ
て
い
る
の
が
藩
校
明
倫

館
で
す
。
藩
校
明
倫
館
は
、
幕
末
の

１
８
４
９
年
に
、
文
武
を
奨
励
す
る
藩

の
意
向
で
城
下
の
江
向
に
移
転
拡
充
整

備
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
敷
地
は
、
旧
藩

校
敷
地
の
15
倍
強
、
１
万
５
０
０
０
坪

に
及
び
ま
す
。
用
地
に
つ
い
て
は
、
水

田
や
ハ
ス
田
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た

低
湿
地
を
、
大
規
模
に
埋
め
立
て
て
造

成
さ
れ
ま
し
た
。
明
倫
館
は
、
も
と
も

と
は
城
内
で
あ
る
三
の
丸
の
一
角
に
設

け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
現
地
で

拡
充
す
る
と
な
る
と
、
武
家
屋
敷
地
の

統
合
や
大
規
模
な
改
変
を
必
要
と
し
ま

し
た
。

　

そ
れ
を
行
う
こ
と
な
く
藩
校
の
拡
充

整
備
が
で
き
た
の
は
、
三
角
州
中
央
辺

り
に
開
発
が
可
能
な
広
い
農
地
が
あ
っ

た
か
ら
な
の
で
す
。

　

写
真
は
、
藩
校
明
倫
館
の
敷
地
に
接

し
た
「
雑さ

い
か賀

下
が
り
筋
」
の
側
溝
整
備

工
事
の
折
に
、
地
下
１
ｍ
余
り
の
所
か

ら
出
土
し
た
シ
ダ
の
類
で
す
。
明
倫
館

敷
地
内
や
隣
接
す
る
道
路
の
地
下
に
は
、

厚
さ
30
㎝
に
及
ぶ
シ
ダ
類
の
層
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

シ
ダ
類
は
、
土
地
や
道
路
用
地
の
造

成
の
た
め
に
、
低
湿
地
の
表
面
に
敷
き

つ
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
上
に
土

砂
を
盛
り
、
用
地
が
造
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

実
は
明
治
時
代
以
降
も
、
藩
校
明
倫

館
の
整
備
の
よ
う
に
、
近
代
化
に
不
可

欠
の
役
場
や
学
校
、
道
路
と
い
っ
た
公

共
公
益
の
施
設
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

三
角
州
内
の
低
湿
地
を
造
成
し
て
設
け

ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
元
か
ら
あ
っ

た
「
ま
ち
」
を
壊
さ
な
い
開
発
で
あ
り
、

近
代
化
で
も
あ
り
ま
し
た
。

萩
博
物
館
統
括
学
芸
員　

清
水
満
幸

写真４：大正末年頃、周辺に農地が広がっていた明
倫小学校の西側。南側（写真右側）の道路は未だ整
備されていない。

江戸時代の土地利用図
図２
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萩光塩学院関東支部同窓会「光友会」

「クラス会をいつ、どこで開催します」
という情報をお寄せください。萩の資
料送ります。投稿記事も歓迎します。
hagi-network@city.hagi.lg.jp

ください
！

情報

　今回が第１回の関西支部総会となります。
支部長に中原洋さん（商業卒）、副支部長に
窪田末男さん（工業卒）。商工同窓会は全国
に５支部（関東、東海、関西、広島、九州）、
県内に３支部（周南、山口、下関）。来年２
月に会員名簿を発行予定。
　７月 10 日の本部総会で、たちばな（商業
高）、からたち（工業高）に代わる新しい愛
称名が発表されます。

　岡崎平安閣から名古屋マリオット。経験から感覚。ジャスト・
イン・タイム。ひと・モノゴト・自然から時間・空間・環境。一
粒の種から実生の枇杷。ノアの箱舟から時空艦まほろば。過去・
未来から前後際断。そして、平城遷都 1300 年の今、参加 37 人、
会員約 290 人、「かざしの萩に置く露」のように一人ひとりの笑
顔が輝いています。（会長　吉岡正博）

　第 18 回目となる今年は 33 人が出席。関東在住の小
川出身者 191 人に案内しました。会員名簿は小川中学
校の閉校記念誌から作成しています。会長は 16 回目か
ら佐伯雅人さん（62 歳）、初代会長は古屋正敏さん（81
歳）、11 回目からは吉田一夫さん（77 歳）。
　旧田万川町民歌を作詞された田万川出身の作詞家・吉
岡治さんが 5 月に亡くなられたことが報告されました。
8 月 14 日に江崎で交流懇親会が開催されます。

銀座sun-sumi高松（東京都中央区）

5月30日ふるさと萩・小川会

6月12日

大阪弥生会館（大阪市北区）
萩商工同窓会関西支部
第１回

萩
高
校
・
萩
光
塩
学
院

　

萩
高
校
、
萩
光
塩
学
院
の
同
窓
会
名

簿
が
５
月
に
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

【
平
成
22
年
版 

萩
高
等
学
校
同
窓
会
名

簿
】

収
録
者　

約
３
万
１
２
０
０
人

価
格　

４
５
０
０
円
（
送
料
・
税
込
み
）

■
問
い
合
わ
せ　

萩
高
等
学
校
同
窓
会

事
務
局（
０
８
３
８
・
２
２
・
０
０
７
６
）

【
平
成
22
年
版 

萩
光
塩
学
院
同
窓
会
名

簿
】

収
録
者　

約
８
５
０
０
人

価
格　

４
３
０
０
円
（
送
料
・
税
込
み
）

■
問
い
合
わ
せ

萩
光
塩
学
院

同
窓
会
事
務
局

（
０
８
３
８
・

２
２
・
０
７
８
２
）

6月13日東海指月会
名古屋マリオットアソシアホテル

（名古屋市中村区）

全員で記念撮影

▷
山
本
貴
司
校
長
と
今
年
春
卒
業

の
木
村
真
実
さ
ん
、
近
江
香
理
さ

ん
、
河
野
佑
美
さ
ん
（
左
か
ら
）

全員で記念撮影

第28回光友会（萩光塩学院関東支部同窓会）を開催しました。
萩からは校長先生、シスター先生方、高等科と初等科卒の大
先輩から、小さい子供を連れた若い後輩達、大学生まで総勢
55 人が集い、楽しい 2 時間でした。来年は、6 月 12 日（日）
です。ぜひご参加お待ちしています。（副会長　新見早苗）

佐藤和子校長先生を囲んでハイ、チーズ！

中野サンプラザ（東京都中野区）
6月13日
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田
万
川
出
身
で
、「
天
城
越
え
」「
大

阪
し
ぐ
れ
」
な
ど
数
多
く
の
ヒ
ッ
ト
曲

で
知
ら
れ
る
作
詞
家
の
吉
岡
治
さ
ん
が
、

５
月
17
日
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
享
年

76
歳

　

吉
岡
さ
ん
は
、昭
和
９
（
１
９
３
４
）

年
２
月
、
田
万
川
の
江
崎
生
ま
れ
。
生

後
数
か
月
で
江
崎
を
離
れ
、
東
京
に
移

り
住
み
ま
し
た
が
、
小
学
校
５
年
生
の

と
き
に
疎
開
し
再
び
江
崎
で
１
年
暮
ら

し
ま
し
た
。

　

昭
和
28
年
に
詩
人
の
サ
ト
ウ
ハ
チ

ロ
ー
の
門
下
生
に
な
り
、
数
多
く
の
童

謡
を
書
き
、
野
坂
昭あ

き
ゆ
き如

さ
ん
と
共
同

の
「
お
も
ち
ゃ
の
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
」
は
、

38
年
の
日
本
レ
コ
ー
ド
大
賞
童
謡
賞

（
江
崎
出
身
）

を
受
賞
。
そ
の
後
、
放
送
作
家
を
経
て
、

歌
謡
曲
の
作
詞
家
に
転
身
し
ま
し
た
。

　

美
空
ひ
ば
り
さ
ん
の「
真
赤
な
太
陽
」

（
昭
和
42
年
）、
都
は
る
み
さ
ん
の
「
大

阪
し
ぐ
れ
」（
55
年
）、
石
川
さ
ゆ
り
さ

ん
の
「
天
城
越
え
」（
61
年
）
な
ど
日

本
人
の
心
に
染
み
込
む
詞
を
作
り
、「
薄

幸
な
女
性
を
描
か
せ
れ
ば
天
下
一
品
」

と
評
さ
れ
、
昭
和
を
代
表
す
る
歌
謡
曲

を
次
々
と
世
に
送
り
出
し
ま
し
た
。

　

２
０
０
８
年
か
ら
日
本
作
詞
家
協
会

副
会
長
。
03
年
に
紫
綬
褒
章
を
受
章
。

　

ま
た
吉
岡
さ
ん
は
、故
郷
〝
田
万
川
〟

の
町
民
歌
「
人
を
愛
す
る
よ
う
に
」
や

「
田
万
川
音
頭
」（
と
も
に
昭
和
51
年
）

を
作
詞
さ
れ
て
い
ま
す
。

吉
岡
治
さ
ん

昭
和
を
代
表
す
る
作
詞
家「
天
城
越
え
」「
大
阪
し
ぐ
れ
」

　
吉
岡
治　

作
詞

市
川
昭
介
作
曲

栗
田
俊
夫
編
曲

故

吉岡治さん作詞の名曲の数々
「真赤な太陽」 美空ひばり
「北酒場」「細雪」五木ひろし
「大阪しぐれ」 都はるみ
「鳳仙花」 島倉千代子
「さざんかの宿」 大川栄策
「天城越え」 石川さゆり
「命くれない」 瀬川瑛子
「おもちゃのチャチャチャ」
「あわてんぼうのサンタクロース」
「燃えてヒーロー」
（キャプテン翼の主題歌）

（
萩
高
昭
和
33
年
卒
）

報
道
カ
メ
ラ
マ
ン

三み

と

め

た

だ

お

留
理
男
さ
ん

毎
日
新
聞
日
曜
版
で「
目
撃
さ
れ
た
戦
後
」連
載
中

　

萩
高
出
身
で
、
国
連
が
恒
久
ID

カ
ー
ド
を
発
行
し
た
世
界
で
も
数
少

な
い
報
道
カ
メ
ラ
マ
ン
、
三
留
理
男

さ
ん
（
71
歳
、毎
日
新
聞
特
別
嘱
託
）。

政
府
と
元
首
相
派
と
の
対
立
で
混
乱

が
続
く
タ
イ
の
首
都
バ
ン
コ
ク
か
ら

取
材
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

三
留
さ
ん
は
、
１
９
３
８
（
昭
和

13
）
年
12
月
、
日
本
の
植
民
地
だ
っ

た
朝
鮮
半
島
生
ま
れ
。
戦
後
の
48
年

長
崎
に
引
き
揚
げ
ま
し
た
。

　

大
学
入
学
で
上
京
。
間
も
な
く
60

年
安
保
を
記
録
し
、
そ
の
後
も
三
里

塚
（
成
田
空
港
反
対
運
動
）
を
は
じ

め
と
し
た
国
内
の
新
左
翼
運
動
を
取

材
。
70
年
以
降
は
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ

カ
の
第
三
世
界
の
写
真
集
「
国
境
を

越
え
た
子
供
た
ち
」「
ケ
ニ
ア
飢
餓

前
線
」
な
ど
が
認
め
ら
れ
、
82
年
に

〝
写
真
界
の
直
木
賞
〟
と
も
評
さ
れ

る
土
門
拳
賞
（
第
１
回
）
を
受
賞
。

　

写
真
集
は
『
小
児
マ
ヒ
の
記
録
』

（
法
政
大
学
出
版
局
）、『
国
境
を
越

え
た
子
供
た
ち
』（
集
英
社
）、『
三

里
塚
︲
成
田
闘
争
の
記
憶
』（
新
泉

社
）
な
ど
。

　

萩
で
は
、
高
校
時
代
を
過
ご
し
、

下
宿
近
く
の
写
真
店
、
元
朝
日
新
聞

の
従
軍
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
活
躍
し

た
角
川
政
治
さ
ん
か
ら
写
真
の
手
ほ

ど
き
を
受
け
ま
し
た
。

▼
毎
日
新
聞
の
日
曜
版
「
日
曜
く
ら

ぶ
」
に
、〝
目
撃
さ
れ
た
戦
後
〟
の

タ
イ
ト
ル
で
、
今
年
４
月
か
ら
毎
週

連
載
中
で
す
（
１
年
間
）。

第
１
部「
カ
メ
ラ
マ
ン
に
な
る
ま
で
」

（
４
月
11
日
〜
）、
第
２
部
「
60
年
安

保
を
挟
ん
で
」（
５
月
16
日
〜
）

︲
田
万
川
町
町
民
歌
︲

一
あ
な
た
が
人
を 

愛
す
る
よ
う
に

　

わ
た
し
は
故
郷 

愛
し
て
い
た
い

　

い
ろ
ん
な
生
き
方
が 

あ
る
け
れ
ど

　

わ
た
し
の
歴
史
が 

始
ま
っ
た

　

山
口
県
阿
武
郡
田
万
川
町

　

こ
の
長
門
の
国
の 

江
崎
の
海
を

　

明
日
も　
　

見
つ
め
て
行
き
た
い

く

4月29日

校訓碑　「質実剛健　知行合一」
（杉道助揮毫）昭和 36 年建立

　平成 18 年に萩工業高校と統合した旧萩商業高校の同窓会
「財団法人たちばな会」（川原輝彦理事長）の解散報告会が萩
本陣で開催され、同窓生 91 人が出席しました。川原理事長
が「100 年の母校、80 年の同窓会、たちばなの文字を消す
ことはできない」とあいさつ。
　旧商業高校跡地については、土地・建物は山口県からの無
償譲渡を引き続き要望していくこと、隣接の明倫小学校を文
化財として残し、学校機能を旧萩商高に移す案が検討されて
います。
　同会は解散に伴い、
旧萩商前に所有してい
た土地 140㎡（西田町）
と 現 金 6 万 4,292 円
を財団法人に関する法
律に基づいて、萩市に
寄贈されました。

（
土
門
拳
賞
受
賞
）
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５
月
８
日
、
神
戸
市
中
央
区
の
三
宮

セ
ン
タ
ー
街
２
丁
目
商
店
街
内
に
ア
ー

ト
作
品
を
飾
る
「
ス
ト
リ
ー
ト
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」
で
、
陶
芸
家
三
輪
華
子
さ
ん

の
作
品
「
愛あ

い
れ
ん蓮
」
が
収
蔵
さ
れ
る
記
念

式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
街
で
は
、
阪
神
淡
路
大

震
災
（
95
年
１
月
17
日
）
か
ら
の
復
興

へ
、
行
政
に
頼
ら
な
い
民
間
主
導
の

ア
ー
ト
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。
ア
ー
ケ
ー
ド
内
に
は
、
こ
れ

ま
で
ブ
ロ
ン
ズ
像
や
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

な
ど
が
展
示
さ
れ
、
三
輪
さ
ん
の
作
品

は
11
点
目
、
ス
ト
リ
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
と
し
て
は
５
点
目
の
作
品
と
な
り
ま

す
。

　

こ
の
取
り
組
み
へ
の
き
っ
か
け
は
、

久
利
計
一
（
商
店
街
振
興
組
合
理
事

長
）
さ
ん
が
山
口
き
ら
ら
博
と
萩
美
術

館
（
２
０
０
１
年
）
を
訪
問
さ
れ
た
際

に
、
彩
陶
庵
で
三
輪
さ
ん
の
作
品
と
出

会
っ
た
こ
と
で
す
。
久
利
さ
ん
は
、「
震

災
か
ら
15
年
を
記
念
し
、
悼
み
と
再
生

を
表
現
で
き
る
の
は
、
彼
女
の
他
に
は

い
な
い
」
と
の
強
い
熱
意
で
、
三
輪
さ

ん
に
制
作
を
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
作
品
は
、
淡
い
ピ
ン
ク
色

の
光
沢
を
放
ち
、
直
径
約
20
㎝
の
二
輪

の
蓮
が
寄
り
添
い
な
が
ら
も
、
力
強
く

見
事
な
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

　

作
品
に
つ
い
て
三
輪
さ
ん
は
、「
路

面
に
作
品
を
埋
め
込
む
展
示
法
は
、
全

国
的
に
見
て
も
珍
し
い
で
す
よ
。
こ
の

作
品
の
テ
ー
マ
は
、
鎮
魂
と
愛
で
す
。

２
つ
の
花
を
同
時
に
咲
か
せ
た
の
は
、

愛
と
和
合
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
神
戸

の
皆
様
に
、
日
々
活
力
を
持
っ
て
幸
せ

に
過
ご
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
心
を
込

め
て
制
作
し
ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

三
輪
華
子
さ
ん
は
、
萩
市
に
創
作
活

動
を
置
き
、
祖
父
は
人
間
国
宝
・
三
輪

壽
雪
、
父
は
12
代
三
輪
休
雪
。
陶
芸
一

家
の
長
女
と
し
て
育
ち
ま
し
た
。

　

今
回
の
企
画
展
「
愛
蓮
」
に
用
い
ら

れ
た
蓮
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
三
輪
華
子
さ

ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　

華
子
さ
ん
は
、
背
筋
を

す
っ
と
伸
ば
し
、
落
ち
着

い
た
声
色
で
答
え
ま
し
た
。

　
「
小
学
校
の
登
校
途
中

欧
の
現
代
美
術
に
は
な
い
自
然
と
融

合
し
た
独
特
の
美
を
感
じ
取
り
ま
し
た
。

萩
焼
の
よ
う
な
原
始
的
な
表
現
で
も
、

感
動
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の

こ
と
に
気
づ
き
、
萩
に
戻
る
こ
と
を
決

意
し
ま
し
た
。

　

男
性
よ
り
も
女
性
的
な
イ
メ
ー
ジ
を

持
つ
蓮
。
華
子
さ
ん
が
理
想
と
す
る
女

性
像
を
伺
い
ま
し
た
。

　
「
女
性
に
と
っ
て
、
外
見
の
美
し
さ

は
大
切
で
す
ね
。
で
も
そ
れ
は
い
つ
か

は
失
い
ま
す
。
そ
れ
と
は
反
対
に
、
心

は
い
く
ら
年
を
と
っ
て
も
、
美
し
さ
を

保
て
ま
す
。
わ
た
し
は
、
年
を
と
っ
て
、

例
え
肉
体
が
朽
ち
果
て
よ
う
と
も
、
心

が
き
れ
い
で
あ
り
続
け
る
人
が
理
想
の

女
性
で
す
。」

　

現
在
、
華
子
さ
ん
は
日
本
だ
け
で
な

く
、
世
界
を
舞
台
に
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
。
海
外
の
芸
術
家
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
し
て

い
ま
す
。　

三
輪
華は

な

こ子
さ
ん

（
萩
市
椿
東
上
野
在
住
）

▲ストリートミュージアムに収蔵された「愛蓮」

に
、
き
ら
き
ら
し
た
朝
日
を
浴
び
た
蓮

の
花
を
み
た
の
が
最
初
の
出
会
い
で
す
。

そ
れ
ま
で
、
蓮
の
花
は
実
在
す
る
花
だ

と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
極
楽
に

あ
る
架
空
の
花
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

花
を
み
た
瞬
間
、
自
分
が
現
実
と
あ
の

世
、
ど
こ
に
い
る
の
か
混
乱
す
る
程
、

花
の
美
し
さ
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し

た
。
そ
れ
以
来
、
蓮
は
私
に
と
っ
て
特

別
な
花
と
な
り
ま
し
た
」。

　

そ
の
後
、
多
磨
美
術
大
学
を
を
卒
業

し
、
イ
ギ
リ
ス
の
ウ
ェ
ー
ル
ズ
大
学
、

ロ
ン
ド
ン
大
ス
レ
ー
ド
美
術
学
校
大
学

院
へ
進
み
、
ハ
イ
テ
ク
技
術
を
用
い
た

前
衛
芸
術
を
学
び
ま
し
た
。

　
「
前
衛
芸
術
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

な
ど
を
用
い
て
、
人
間
の
五
感
を
直
接

刺
激
し
、
人
々
を
感
動
さ
せ
ま
す
。

　

あ
る
と
き
、
大
学
院
か
ら
歩
い
て
10

分
く
ら
い
に
あ
る
大
英
博
物
館
に
立
ち

寄
っ
た
と
き
、
古
萩
の
茶
碗
が
展
示
し

て
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
み
た
時
、
西
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▲神戸市三宮センター街２丁目アートスクエア
（生田筋とセンター街の交差点）での収蔵式典。
歌は妃

ひ づ き

月洋
よ う こ

子さん。ギターはミヤギマモルさん

萩博物館だより
（☎０８３８・２５・６４４７）

　

科
学
的
に
解
明
さ
れ

て
い
な
い
未
確
認
生
物

（
Ｕ
Ｍ
Ａ
）、
人
々
の
創

造
力
で
生
み
出
さ
れ
た

幻
想
生
物
、
実
在
が
確

認
さ
れ
て
は
い
る
が
不

思
議
な
能
力
や
姿
を
も８

月
15
日
㈰
ま
で

　
「
祈
り
と
旅
」
を
テ
ー
マ
に
、
全
長

26
ｍ
に
及
ぶ
大
作
「
大
世
界
の
柵
」
を

は
じ
め
、
仏
教
を
テ
ー
マ
に
し
た
版
画

や
美
人
画
な
ど
棟
方
志
功
の
全
貌
に
迫

り
ま
す
。

■
観
覧
料　

一
般
１
０
０
０
円
、70
歳

以
上
の
方
・
学
生
８
０
０
円

■
休
館
日　

月
曜
日（
た
だ
し
、
祝
日
・

休
日
の
場
合
は
開
館
）

（☎０８３８・２４・２４００）

山口県立萩美術館・
浦上記念館だより

　

昔
話
や
逸
話
な
ど
で
語
り
つ
が
れ
、

人
々
の
心
の
中
に
息
づ
い
た
伝
説
生

物
・
河
童
。
そ
の
ミ
イ
ラ
と
い
わ
れ
る

も
の
が
現
存
し
て
い
た
！

■
観
覧
料　

大
人
５
０
０
円
、高
・
大
学

生
３
０
０
円
、小
・
中
学
生
１
０
０
円

■
休
館
日　

な
し

■
駐
車
場　

３
０
０
円（
普
通
自
動
車
）

９
月
11
日
㈯
〜
10
月
24
日
㈰

　陶器製の顔、5,000 余り。偉い人間、愚
かな人間など、いろいろな人間が住む世の
中を、異なる表情の顔で表しています。
　毎年、アーティストに開放される県立萩
美術館・浦上記念館（萩市平安古）の茶室
で、韓国の現代芸術家で弘

ホ ン イ ク

益大学校美術大
学教授の兎寛壕さん（49 歳）による、セ
ラミックアート「人間というもの」が来年
3 月 21 日まで開催中。

1995年
98年

99年

2001年
02年
03年
04年
05年

06年
07年
08年

09年

10年

萩市に生まれる
多摩美術大学彫刻科卒業
ウェールズ大学インタラクティブアート
学科卒業
ロンドン大学スレード美術学校修士課程
在籍同年帰国後、家業の伝統に根ざした
陶を用いた創作活動を開始する
初個展「妙」（フジヰ画廊）東京
東美アートフェア（東京美術クラブ）東京
東美アートフェア（東京美術クラブ）東京
個展「浄」（フジヰ画廊）東京
個展「愛蓮」（パリ日本文化会館・ル テ
アトル銀座）パリ・東京
個展「愛蓮」（彩陶庵）萩
東美アートフェア（東京美術クラブ）東京
個展「ゆめ」アートフェア東京

（東京国際フォーラム）東京
21 世紀を担う女性陶芸家たち（パラミ
タミュージアム）Touch Fire：女性アー
ティストによる日本の現代陶芸展（スミ
ス大学美術館）マサチューセッツ
ストリートミュージアム作品収蔵（三宮
センター街）神戸

【三輪華子】

2011年３月21日（月・祝）まで

　

現
代
感
覚
に
あ
ふ
れ
た
オ
ブ
ジ
ェ
陶

に
よ
る
造
形
表
現
を
創
出
し
て
き
た

十
二
代
三
輪
休
雪
。最
新
作
で
あ
る「
龍

人
伝
説
」
シ
リ
ー
ズ
に
至
る
ま
で
の
足

跡
を
、
代
表
的
作
品
で
遡
っ
て
紹
介
し

ま
す
。「
生
と
死
」
と
い
う
人
間
存
在

の
深
奥
に
潜
む
恒
久
的
主
題
を
一
貫
し

て
追
求
し
、
や
き
も
の
に
初
め
て
叙
情

的
な
か
た
ち
を
与
え
た
表
現
者
の
精
神

性
に
迫
り
ま
す
。

７月３日（土）〜９月５日（日）
つ
生
物
な
ど
、
日
本
に
は
あ
ち
こ
ち
に

謎
め
い
た
生
物
「
ミ
ス
テ
リ
ー
ア
ニ
マ

ル
」
た
ち
が
ひ
そ
ん
で
い
る
。
い
ざ
彼

ら
の
異
空
間
に
潜
入
し
、
知
ら
れ
ざ
る

生
き
ざ
ま
や
人
々
と
の
き
ず
な
を
目
撃

す
る
の
だ
。

　

こ
の
夏
、
萩
博
物
館
が
贈
る
ミ
ス
テ

リ
ー
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
！

胡
こ す も す か し ょ う

須母寿花頌 絹本彩色（倭絵）▶

三
輪
休
雪
展

▲龍人伝説《愛》（部分）
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■
２
０
１
０
茶
碗
招
待
展

　

山
口
県
と
姉
妹
提
携
を
結
ん
で
い
る

慶キ
ョ
ン
サ
ン
ナ
ム
ド

尚
南
道
で
、陶
芸
家　

岡
田
裕
、
波

多
野
善
蔵
、
野
坂
康
起
ほ
か
20
人
の
作

品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

７
月
16
日（
金
）〜
20
日（
火
）

韓
国　

慶
尚
南
道
金キ

メ海
市　

金
海
文
化

の
殿
堂

■「
食
卓
四
景
」 4 scenes for table

　

濱
中
史
朗
の
作
品
が
一
部
展
示
さ
れ

ま
す
。

９
月
４
日（
土
）〜
12
日（
日
）
午
前
11

時
〜
午
後
５
時

岩
手
県
盛
岡
市
愛
宕
町
23　

テ
ン
ト

（
０
１
９
・
６
５
１
・
５
３
７
５
）

■
第
57
回　

日
本
伝
統
工
芸
展

　

入
選
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

９
月
22
日（
水
）〜
10
月
４
日（
月
）

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
室
町
１
︲
４
︲

１　

東
京
日
本
橋
三
越
本
店

（
０
３
・
３
２
４
１
・
３
３
１
１
）

■
萩
の
地
魚
フ
ェ
ア
（
鮮
魚
・
魚
加
工

品
・
練
製
品
な
ど
の
販
売
）

８
月
５
日（
木
）〜
10
日（
火
）　

紀
ノ
国
屋
国
立
店
（
０
４
２
・
５
７
５
・

１
１
１
１
）・
等
々
力
店（
０
３
・
３
７
０

４
・
７
５
１
５
）

■
萩
の
地
魚
フ
ェ
ア
（
魚
加
工
品
の
販

売
）

10
月
（
予
定
）　

ザ
・
ガ
ー
デ
ン
自
由
が
丘
横
浜
店
（
そ

ご
う
横
浜
店
地
下
２
F
、
０
４
５
・
４

５
０
・
３
３
０
１
）

■
柳
井
嗣つ

ぐ
お雄

展

　

現
代
芸
術
家
・
柳
井
嗣
雄
（
萩
高
出

身
）
の
和
紙
造
形
に
よ
る
イ
ン
ス
タ

レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

７
月
24
日（
土
）〜
８
月
９
日（
月
）

東
京
都
中
央
区
銀
座
４
︲
10
︲
６
永
井

画
廊
６
Ｆ（０

３
・
５
５
５
１
・
１
９
０
０
）

■
Ｓ
Ｅ
Ｎ
︱
田
村
覚さ

と
し志

　

田
村
覚
志
（
萩
市
在
住
）
の
線
描
画

作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

９
月
17
日（
金
）〜
29
日（
水
）

茨
城
県
水
戸
市
三
の
丸
2
︲
１
︲
18　

ケ
イ
ズ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
フ
ォ
レ
ス
ト

（
０
２
９
・
３
０
３
・
７
１
８
０
）

■
世
田
谷
ふ
る
さ
と
区
民
ま
つ
り

　

萩
市
と
世
田
谷
区
は
吉
田
松
陰
の
縁

で
友
好
都
市
の
関
係
に
あ
り
ま
す
。
萩

の
岸
田
商
会
と
忠
小
兵
衛
蒲
鉾
本
店
が

出
店
し
、地
ビ
ー
ル
、夏
み
か
ん
ジ
ュ
ー

ス
、
か
ま
ぼ
こ
な
ど
が
販
売
さ
れ
ま
す
。

７
月
31
日（
土
）〜
８
月
1
日（
日
）

午
前
11
時
〜
午
後
９
時

世
田
谷
区
上
用
賀
２
︲
１　

馬
事
公
苑

（
０
３
・
５
４
３
２
・
２
２
４
９
）

■「
食
卓
四
景
」 4 scenes for table

　

濱
中
史
朗
の
作
品
が
一
部
展
示
さ
れ

ま
す
。

７
月
24
日（
土
）〜
８
月
８
日（
日
）

午
後
12
時
30
分
〜
９
時

静
岡
県
浜
松
市
北
区
都
田
１
０
０

茶
房
日
々（０

５
３
・
４
２
８
・
０
１
８
０
）

■
兼
田
昌
尚
展

　

兼
田
昌
尚
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

６
月
30
日（
水
）〜
７
月
６
日（
火
）

大
阪
市
中
央
区　

大
阪
タ
カ
シ
マ
ヤ

　
　
　
（
０
６
・
６
６
３
１
・
１
１
０
１
）

■
広
島
指
月
会

　

広
島
地
区
の
萩
高
同
窓
会
。

７
月
３
日（
土
）
午
後
５
時
〜

広
島
県
広
島
市
南
区
的
場
町　

ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
広
島
21

　
　
　
（
０
８
２
・
２
６
３
・
３
１
１
１
）

■
萩
商
工
高
広
島
支
部
総
会

　

広
島
地
区
の
萩
商
工
高
の
同
窓
会
。

９
月
11
日（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜

広
島
県
広
島
市
南
区
的
場
町

ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
広
島
21

連
絡
先　

コ
ス
ト
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
内

（
０
８
２
・
５
４
５
・
３
６
３
０
）
藤
本

■
金
子
司
展

　

金
子
司
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

７
月
１
日（
木
）〜
７
日（
水
）

広
島
市
中
区
胡
町
６
︲
26　

福
屋
八
丁

堀
本
店
７
Ｆ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
１
０
１

（
０
８
２
・
２
４
６
・
６
１
１
１
）

■
山
口
伝
統
工
芸
展
広
島
展

　

岡
田
裕
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

７
月
20
日（
火
）〜
26
日（
月
）

広
島
県
広
島
市
中
区
基
町
６
︲
27　

そ
ご
う
広
島
店

　
　
　
（
０
８
２
・
２
２
５
・
２
１
１
１
）

■
第
65
回
日
本
消
化
器
外
科
学
会
総
会

特
別
講
演
「
私
の
陶
芸
ー
愛
と
維
新
」

十
二
代
三
輪
休
雪

７
月
15
日（
木
）
午
前
10
時
30
分
〜
11

時
30
分

下
関
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

（
０
８
３
・
２
３
１
・
６
４
０
１
）

■
大
屋
窯
＆
濱
中
孝
子

　

濱
中
孝
子
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
と
焼
物
ア

ク
セ
サ
リ
ー
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

７
月
18
日（
日
）〜
25
日（
日
）

山
口
市
後
河
原
１
２
1　

ギ
ャ
ラ
リ
ー　

ラ
・
セ
ー
ヌ

（
０
８
３
・
９
２
２
・
４
０
０
９
）

■
兼
田
知
明
作
陶
展
（
個
展
）

　

兼
田
知
明
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

９
月
８
日（
水
）〜
14
日（
火
）

山
口
市
中
市
町
３
︲
３　

井
筒
屋

（
０
８
３
・
９
０
２
・
１
１
１
１
）

■
九
州
指
月
会

九
州
地
区
の
萩
高
同
窓
会

９
月
11
日（
土
）
午
後
４
時
〜

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

関
西
地
区

中
国
地
区

関
東
地
区

東
海
地
区

東
北
地
区

福
岡
県
福
岡
市
中
央
区
天
神
２
︲
６
︲

42　

平
和
楼

（
０
９
２
・
７
７
１
・
４
１
４
１
）

■
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
︱
田
村
覚
志

　

田
村
覚
志
の
線
描
画
作
品
が
展
示
さ

れ
ま
す
。

９
月
14
日（
火
）〜
26
日（
日
）

福
岡
県
福
岡
市
南
区
大
楠
３
・
７
・
26

ｃク
リ
コ
ッ
ト

ｑ
ｔ（０

９
０
・
７
１
６
３
・
１
９
４
０
）

■
次
代
を
担
う
萩
焼
新
鋭
作
家
展

　

岡
田
泰
、
兼
田
知
明
、
川
口
裕
子
、

吉
野
桃
季
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

福
岡
県
福
岡
市
中
央
区
天
神
１
︲
４　

博
多
大
丸
・
福
岡
天
神
店
本
館
６
Ｆ

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
０
９
２
・
７
１
２
・
８
１
８
１
）

■
萩
商
工
高
同
窓
会
本
部
総
会

　

第
２
回
総
会
の
出
席
者
の
投
票
に
よ

り
、
愛
称
名
が
決
ま
り
ま
す
。

７
月
10
日（
土
）
午
後
６
時
〜

会
費　

３
０
０
０
円

萩
商
工
高
等
学
校
体
育
館

（
０
８
３
８
・
２
２
・
０
０
３
４
）

■
萩
高
同
窓
会
八
八
会

　

萩
高
指
月
会
の
本
部
総
会
。
今
年
の

引
受
期
は
47
期
（
平
成
７
年
卒
）。

８
月
８
日（
日
）
午
後
７
時
〜

萩
高
等
学
校
体
育
館

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
２
・
０
０
７
６
）

■
萩
光
塩
学
院
同
窓
会
本
部
総
会

　

萩
光
塩
学
院
同
窓
会
の
本
部
総
会
。

８
月
10
日（
火
）
午
後
６
時
30
分
〜

山
口
県
関
係

九
州
地
区

韓　

国

萩
市
関
係



�010年７月（第94号）1�

■
「
伊
藤
博
文―

知
の
政
治
家
」

瀧
井
一
博

　

初
代
首
相
に
し
て
近
代
日
本
を
創
っ

た
政
治
家
の
真
実
。

価
格　

９
８
７
円

発
行　

中
公
新
書

■
「
宮
本
常
一
が
見
た
日
本
」佐

野
眞
一

　

旅
す
る
民
俗
学
者
、
宮
本
常
一
の
思

想
と
行
動
の
全
容
を
追
い
、
日
本
人
の

精
神
の
遍
歴
を
た
ど
る
。

価
格　

９
９
８
円

発
行　

ち
く
ま
文
庫

■
「
天
辺
の
椅
子―

日
露
戦
争
と
児

玉
源
太
郎
」　　
　
　
　
　
　

 

古
川
薫

　

ド
イ
ツ
の
戦
術
家
メ
ッ
ケ
ル
か
ら
激

賞
さ
れ
た
児
玉
源
太
郎
の
全
生
涯
を
描

き
尽
く
す
長
編
歴
史
小
説
。

価
格　

９
９
８
円

発
行　

ち
く
ま
文
庫

①
萩
し
ー
ま
ー
と「
オ
イ
ル
ル
ー
ジ
ュ
」

を
２
名
様
。

②
河
村
蒲
鉾
店
「
か
ま
ぼ
こ
萩
の
幸
」、

「
竹
輪
」
を
５
名
様
。

③
い
の
う
え
仕
出
し
「
焼
あ
じ
寿
司
」

を
２
名
様
。

■
応
募
方
法　

ハ
ガ
キ
に
品
名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、近
況
等
を
明
記
の
う
え
、萩
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
協
会
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
ま
で
。

７
月
末
日
（
消
印
有
効
）。

プ
レ
ゼ
ン
ト

　

萩
市
椿
東　

萩
本
陣

連
絡
先　

萩
光
塩
学
院

（
０
８
３
８
・
２
２
・
０
７
８
２
）

■
萩
高
20
期
還
暦
記
念
同
期
会

　

萩
高
を
卒
業
し
て
42
年
、
今
年
還
暦

を
迎
え
る
20
期
生
の
同
期
会
。

８
月
14
日（
土
）
午
後
６
時
〜

萩
市
椿
東　

萩
本
陣

連
絡
先　

新
谷
事
務
所
内（
０
８
３
８
・

２
６
・
１
４
１
４
）
秦は

た

■
明
経
中
学
校
同
窓
会

８
月
15
日（
日
）
午
前
11
時
30
分
〜

萩
市
椿
東　

萩
本
陣

世
話
人　

12
期
卒
・
中
原
洋
士（
０
９
０

・
４
１
４
７
・
５
１
３
１
）

※
平
成
９
年
３
月
に
明
経
中
学
校
が
閉

　

松
陰
生
誕
日
の
８
月
４
日
に
、女
優
・

水
野
真
紀
が
、
夜
の
境
内
で
、
神
話
と

松
陰
神
社
の
由
緒
に
つ
い
て
語
る
舞
台

で
す
。

入
場
料　

１
０
０
０
円

申
し
込
み　

松
陰
神
社
社
務
所

（
０
８
３
８
・
２
２
・
４
６
４
３
）

【
宝
物
殿
至
誠
館
企
画
展
示
】

「
吉
田
松
陰
が
生
ま
れ
た
杉
家
と
そ
の

家
族
」

７
月
17
日（
土
）〜
平
成
23
年
１
月
16
日

（
日
）

　

松
陰
先
生
を
は
ぐ
く
ん
だ
実
家
杉
家

と
そ
の
家
族
に
つ
い
て
所
蔵
宝
物
を
通

し
て
紹
介
し
ま
す
。
宗
族
に
示
す
書
や

妹
に
遺
し
た
和
歌
な
ど
10
点
を
展
示
。

松
陰
神
社
宝
物
殿
至
誠
館

（
０
８
３
８
・
２
４
・
１
０
２
７
）

■
瀬
戸
内
寂
聴
・
十
二
代
三
輪
休
雪
特

別
対
談
「
愛
と
芸
術
」

　

県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
の「
陶

芸
館
」
開
館
を
記
念
し
て
開
催
し
ま
す
。

Ｋ
Ｒ
Ｙ
山
口
放
送
開
局
55
周
年
記
念
。

９
月
25
日（
土
）
午
後
２
時
〜
４
時

料
金　

１
５
０
０
円
（
当
日
２
０
０
０

円
）

萩
市
民
館
大
ホ
ー
ル

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
６
３
８
）

■
Ｎ
Ｈ
K
大
河
ド
ラ
マ
「
龍
馬
伝
」

　

高
杉
晋
作
役
に
俳
優
・
伊
勢
谷
友
介

（
昨
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
「
白
洲
次
郎
」

主
演
）
が
７
月
18
日
放
送
回
か
ら
登
場

し
ま
す
。

校
し
た
際
に
埋
設
し
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ

ル
を
、
午
前
８
時
に
元
明
経
中
学
校
正

門
横
で
開
封
し
ま
す
。

■
現
代
工
芸
美
術
館

　

山
口
県
在
住
の
現
代
工
芸
作
家
の
陶

芸
、
染
織
、
革
、
金
属
な
ど
の
作
品
を

展
示
し
ま
す
。

８
月
22
日（
日
）ま
で

椿
東
４
２
６
︲
１　

吉
賀
大
眉
記
念
館

（
０
８
３
８
・
２
６
・
５
１
８
０
）

■
シ
ル
バ
ー
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
展
示
展

プ
ラ
ス
教
室

７
月
９
日（
金
）〜
18
日
（
日
）

萩
市
東
田
町
１
４
４

ア
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ
Ｔ
Ａ
Ｚ
Ｚ

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
６
・
６
０
２
０
）

■
萩
・
日
本
海
大
花
火
大
会

　

日
本
海
を
背
景
に
、
北
浦
最
大

７
０
０
０
発
を
打
ち
上
げ
ま
す
。

８
月
１
日（
日
）
午
後
８
時
〜

菊
ヶ
浜

駐
車
場　

萩
高
駐
車
場
、
萩
西
中
駐
車

場
▽
有
料（
整
理
料
）１
台
１
０
０
０　

■
井
上
勝
没
後
１
０
０
年
記
念
事
業

　

日
本
の
鉄
道
の
父
、
井
上
勝
を
顕
彰

す
る
記
念
事
業
を
開
催
し
ま
す
。

【
記
念
展
】
萩
博
物
館

８
月
１
日（
日
）〜
９
月
26
日（
日
）

　

井
上
勝
の
イ
ギ
リ
ス
留
学
時
の
写
真

や
書
簡
を
展
示
し
ま
す
。

【
記
念
事
業
】
田
町
商
店
街

８
月
２
日（
月
）午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
の
運
航
（
午
前
10
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
３
時
）
や
井
上
勝
の

写
真
展
、
ク
イ
ズ
を
行
い
ま
す
。

【
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切
手
販
売
】

７
月
30
日（
金
）〜
10
月
29
日（
金
）

▽
販
売
所　

萩
市
、
阿
武
町
、
長
門
、

山
口
市
の
郵
便
局

■
松
陰
先
生
生
誕
１
８
０
年
記
念
事
業

【
語
り
舞
台
】「
日
本
神
話
へ
の
誘
い
」

松
陰
神
社 

本
殿
前
特
設
舞
台 

８
月
４
日（
水
）
午
後
７
時
〜
８
時
15

分
頃　

※
雨
天
決
行

テ
レ
ビ
情
報

出
版
情
報

江
田
典
子
さ
ん 

      　

   

（
萩
市
）

山
藤
美
男
さ
ん 

   　

   

（
山
口
市
）

寺
尾
淳
さ
ん     

（
東
京
都
八
王
子
市
）

西
本
千
枝
さ
ん  

（
神
奈
川
県
逗
子
市
）

中
島
裕
子
さ
ん  

（
埼
玉
県
春
日
部
市
）

佐
々
木
房
枝
さ
ん        　

   

（
萩
市
）

吉
田
一
夫
さ
ん　
　
（
東
京
都
荒
川
区
）

村
上
清
亮
さ
ん  

（
埼
玉
県
鳩
ケ
谷
市
）

松
井
武
久
さ
ん　
　
（
東
京
都
目
黒
区
）

古
屋
正
敏
さ
ん  

（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

波
田
義
信
さ
ん  

（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

斉
藤
忠
さ
ん     

（
埼
玉
県
富
士
見
市
）

日
原
茂
さ
ん　
　
　
（
静
岡
県
三
島
市
）

中
村
眞
吾
さ
ん 

（
茨
城
県
牛
久
市
）

村
上
一
之
さ
ん  

（
千
葉
県
習
志
野
市
）

蔵
田
誠
さ
ん     

（
東
京
都
東
村
山
市
）

紙
本
攻
さ
ん    

（
神
奈
川
県
大
和
市
）

長
谷
川
洋
子
さ
ん　
（
京
都
府
京
都
市
）

来
嶋
昌
平
さ
ん     　

      
（
山
口
市
）

厚
東
寿
さ
ん 

           
（
萩
市
）

河
村
公
昭
さ
ん 

           

（
萩
市
）

田
中
照
彦
さ
ん  

（
兵
庫
県
た
つ
の
市
）

波
多
野
昭
夫
さ
ん
（
愛
知
県
豊
橋
市
）

景
由
昌
輔
さ
ん 

（
大
阪
府
東
大
阪
市
）

岡
英
和
さ
ん　
　
　
（
大
阪
府
枚
方
市
）

大
場
正
さ
ん　
　
　
（
大
阪
府
茨
木
市
）

柳
井
大
和
さ
ん  

（
大
阪
府
四
條
畷
市
）

宇
都
宮
邦
夫
さ
ん　
（
兵
庫
県
神
戸
市
）

木
下
廣
士
さ
ん 

（
兵
庫
県
西
宮
市
）

笹
村
直
也
さ
ん  

（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

金
子
弘
明
さ
ん 

（
滋
賀
県
湖
南
市
）

栗
山
攻
治
さ
ん　
　
（
滋
賀
県
大
津
市
）

江
原
任
子
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

堀
信
夫
さ
ん　
　
　
（
埼
玉
県
川
口
市
）

難
波
俊
文
さ
ん　
　
（
広
島
県
広
島
市
）

（
４
月
25
日
～
６
月
25
日 

35
人
）

料金　1,200 円
（80 円切手 10 枚）
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　唐樋の札
ふだばあと

場跡は、江戸時代には萩と三田尻（現在の防府市）を結
ぶ萩往還など主要街道の起点として、交通の要衝となっていました。
　平成 20 年までこの場所にあり、歴史的景観を損ねていた商業施
設を解体して発掘調査等を進め、全国でも最大規模となる高さ 5.6
ｍの高札場（藩の掟など掲げる）を復原。同時に周辺を史跡公園と
して整備し、４月 25 日に完成しました。　

　離島の大島では、新規就漁者が
年々増加していることから、２棟
８戸を追加整備し（計５棟 24 戸）、
３月末に完成しました。
　平成９年から 22 年４月まで萩市
の新規就漁者約 80 人のうち、６割
の約 50 人が大島での新規就漁者と
なっています。　

　山口県立萩美術館・浦
上記念館に併設し、県
内唯一の萩焼文化発信施
設である陶芸館が完成し、
９月11日（土）にオープ
ンします。
　開館記念展示として、

「龍人伝説への道 三輪休
雪展」が開催されます。

担い手定住促進住宅
　新規就農者の参入を促進するた
め、小川、高俣、佐々並の各地区に
３戸、計９戸を整備。３月末に完成
し、Ｉターン者等が入居しています。

ＵＦＯビル南側、荒川商店前の唐樋札場跡

高俣地区の担い手住宅

陶芸館

県立萩美術館・
浦上記念館

全国最大規模の高札場を復原

大島 第３団地

　　　　

　

　ケンサキイカなどの高級イカと比べるとス
ルメイカは安くて手軽に手に入れることがで
きる。そのスルメイカに一手間かけて調理し
た「イカ飯」は、イカのうま味がしみこみ、
風味豊かで、見た目も豪華となる。お祝い事、
運動会、家庭用保存食として、また来客時の
おもてなし料理としても作られる。沿岸部の
農漁村で古くから伝承され、親しまれている。

いか飯
材料（25 ハイ分）
◦イカ（皮をむいた物）
　　　25ハイ

（10〜12㎝くらい）

作り方
①もち米を 2 時間前くらいにとぎ水に浸け、その
　後水切りしておく。
②イカの中に、スプーンでもち米を 1/3 程度詰
　め、爪楊枝でとめる。
③鍋の中に調味料を合わせたものを入れ、その中
　にイカを入れて、沸騰するまでは強火、その後
　は弱火でコトコト 30 分くらい炊く。

◦しょうゆ（上）
◦しょうゆ（甘露）
◦みりん
◦酒
◦砂糖
◦水
◦だし昆布
◦もち米

※サルイカの場合は皮をむか
　ない（山陰地方ではサルイ
　カ。全国的にはスルメイカ
　と呼ばれることが多い）

　

100cc
100cc
100cc
100cc

大さじ3
1000cc

10㎝角2枚
約1合

※もち米を入れすぎると、イカが破裂するため、特に注意！

イベントカレンダー
萩・日本海大花火大会

8月1日（日）

萩夏まつり
8月1日（日）～3日（火）

県立萩美術館・浦上記念館
陶芸館オープン

9月11日（土）

着物ウィーク in 萩
10月1日（金）～11日（月・祝）

萩・田町萩焼まつり
10月8日（金）～11日（月・祝）

全国伝統的工芸品フェスタ
in 萩

11月4日（木）～7日（日）

萩時代まつり
11月14日（日）

小川・高俣・佐々並

口福の馳走屋 梅乃葉　資料提供


